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聴覚障害児に対する人工内耳植込術施行前後の効果的な療育手法の開発等に資する研究 
 

研究分担者 髙木 明 静岡県立総合病院 副院長 

  研究要旨：小児人工内耳の術後の音声言語発達の成績は1歳未満、生後6ヶ
月前後の感覚器の感受期に装用開始すると成績がよいことが先進各国での
共通認識となりつつある。一方、我が国では未だ2歳以上での手術が半数近
くを占めることを明かにした。そして、日本で手術の低年齢化が進まない
現状を考察し、術後に、適切かつ強力に早期介入を行える人材育成の必要
性を論じた。これらを踏まえて日本の人工内耳の指針作りの準備としたい。
  

 

 

Ａ．研究目的 
日本の小児人工内耳の指針の作成に当 
たって現状での海外の趨勢と日本の現状 
を把握すべく、日本の初回人工内耳の年 
齢を調べ、豪州のそれと比較した。 
 

        Ｂ．研究方法 
        日本では人工内耳手術に関する一元的 

に管理されたデータベースがなく、初回 
手術年齢の把握が困難となっている。 
日本の人工内耳の大半を供給する日本コ 
クレア社の協力を得て、初回手術年齢分 
布を明らかにした。 
(倫理面への配慮) 

       なし 
 
        Ｃ．研究結果 

2017～2018年の日本の小児の初回手術年 
齢は3-6才が18%、ついで1-2才が12%、2- 
3才が11.5%となっており、1才未満の症例 
は1%に過ぎなかった。ちなみに豪州では 
1才未満が53％であり、低年齢化が著し 
い。また、1才半以上での手術は日本では 
68%と多数を占めるのにたいし、豪州では 
29％にすぎなかった。さらに2才以上を見 
ると日本では40%、豪州では17%であった。 
 

        Ｄ．考察 
        日本では2014年に日本耳鼻咽喉科学会 

（日耳鼻）によって小児人工内耳の適応 
基準が12か月以上と定められ、その後の 
改訂がないため、1才未満の手術は1%以下 
と例外的存在となっている。 
さらに世界の趨勢が低年齢化に進んで 
いるにも関わらず、2-3才での手術が日 
本では40％を占めることは日耳鼻の基準 
のみが早期手術の妨げになっているので 
はないと推測される。 
その理由として、① 1才未満の難聴の 

診断、評価が難しこと、② 人工内耳の手 

術を行う施設は人工内耳友の会(ACITA) 
の会報によると2019年7月現在102カ所あ 
り、乳児の手術に習熟した施設が少ない 
こと、③ 早期に手術をおこなってもその 
後の療育、介入を適切に行える施設、人 
材が乏しいことなどが挙げられる。 
欧米では高学歴のAudiologistとそれを取 
り巻く、種々の音声言語のTherapistが存 
在し、術前の評価から、術後の母子への 
体系的、かつ強力な介入が可能となって 
いる。一方、日本では乳幼児難聴に関わ 
る言語聴覚士（ST）は少数であり、早期 
人工内耳装用児への適切な介入、保護者 
への助言を児の音声言語発達の評価と併 
せて実施できる人材は極めて少数である。 
 
今後、生後6ヶ月前後の感受期の人工内 
耳手術が望ましく、低年齢であっても正 
確に術前の聴力の評価ができ、かつ安全 
に手術を行える体制を整える必要がある。 
そして、小学校入学時には健聴児同様の 
言語力を持つことができるよう術後の母 
子への強力な介入ができる人材育成が急 
務である。 
 
Ｅ．結論 
日本の人工内耳の手術年齢は世界の低年 
齢化の趨勢に取り残されている。感覚器 
の感受期に合わせた手術を行うことでよ 
り自然な音声言語発達が望めることが明 
らかになった現在、的確な診断、安全な 
手術ができる体制の確立とともに術後、 
母子に適切かる強力な療育、介入のでき 
る人材育成が必要である。 
 
Ｆ．健康危険情報 

  該当なし 

 



 
 

Ｇ．研究発表 
1. 論文発表  
・高木明：日本の人工内耳装用児の音声 
言語発達のための早期介入の現状. 
小児耳鼻咽喉科 40巻3号219-224・高木 
明【補聴器と人工聴覚器の最前線 
2020】最新モデルの新機能 人工内耳の 
最新情報.  耳鼻咽喉科・頭頸部外科 
 (0914-3491) 92巻1号28-33 

 
2. 学会発表  
・日本の人工内耳装用児の音声言語発達 
のための 早期介入の現状. 

     第14回日本小児耳鼻咽喉科学会ランチョ 
ンセミナー 2019.5.24 福岡 

      ・シンポジウム4 「聴覚障害児者の非言 
語音知覚」人工内耳装用児の音楽聴取] 

     第64回日本音声言語医学会2019.10.18 
埼玉 
・Jason Hollowell MA, Akira Takagi  
MD, Yoshiharu Kitani MD, Aya  
Matsubara MD, Hiroshi Nakanishi  
MD Tamas Fehervari PhD MD 

      Effect of Universal Newborn Hearing 
 Screening on Age of Cochlear  
Implantation 12th Asia Pacific  
Symposium on Cochlear Implants  
and Related Sciences 2019.11.29  
Tokyo 

 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む。） 
1. 特許取得 
該当なし 
 

2. 実用新案登録 
該当なし 
 

3．その他 
該当なし 

 
 

 
 

 


